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 令和４年度 学校経営報告 

１ 今年度の取組と自己評価 

（１）教育活動の取組と自己評価 

【学習指導】 

① 習熟度別授業や少人数授業の実施方法等の工夫を行うとともに、興味関心をさらに深める学習の

追究を行った。また、２学期に授業相互参観(他教科を含む)の実施を通して授業改善を推進し、

生徒一人一人の個性・能力に応じた授業を展開した。 

② 教科会を活性化させるとともに教科間の連携を図り、新学習指導要領に応じた授業計画を作成し、

学力向上スパイラルの深化を図った。また、観点別評価の実施及び検証を行い、総合的な学力の

成果分析・検証等を実施した。 

③ 実用英語技能検定、漢字検定等の資格取得の奨励を行い、CEFR A2以上の取得者の増加に繋がっ

た。 

④ 土曜・長期休業日中の夏期講習等を展開し、基礎的･基本的な学力の定着と応用力の育成を図っ

た。また、習熟度に応じた講習や希望進路実現に向けた系統的な学習指導を全校体制で行った。 

⑤ 個に応じた選択科目履修指導を行い、科目の帯の検討・改善を行った。また、学習の準備（予習･

復習）の徹底や週末課題の提示、自習教室等の設置により、学習を習慣化させる指導の充実を推

進し、授業外の学習時間の確保と増加を図った。 

⑥ 学校設定教科・科目の開発･充実に積極的に取組み、系列の特色を打ち出すとともに、時代を見

据えた教育課程を編成し、生徒一人一人の知的好奇心を引き出す教育を推進した。 

⑦ 授業等を通して、積極的に読書に親しむ指導を進めるとともに、図書館を有効活用するなどして

新たな発見や感動に出会うことができる機会の充実を図り、課題研究及び探究活動の促進を行っ

た。 

 

 【進路指導】 

① 高大連携を結び、生徒の進路実現に向けた取組を行った。また、進路先の選択決定に、生徒がチ

ャレンジ精神をもって取組めるよう、組織的に全教職員でガイダンスや個人・保護者面談等の充

実に取組んだ。 

② キャリアカウンセラー及び総合学科推進部を中心として、生徒の希望進路実現に向けた科目選択

を全職員で支援するとともに、キャリア・コア、学習成果発表会、課題研究発表会の指導内容・

方法の研究及び改善を行った。また、総合的な学力を必要とする調査研究活動や課題研究への取

組を充実させ、本校の特色としてのキャリア教育の充実を希望進路実現に結びつけた。 

③ 葛飾区との「相互連携協定」をもとに、中高生交流事業の推進、中高連携事業、東京都総合学科

高等学校教育活動成果発表会(12 月)への積極的参画を推進して、生徒の学習活動へのモチベーシ

ョンの維持･向上と社会との連携を行った。 

④ 生徒一人一人に個性・能力を発見させるとともに、働くことや学び続けることへの意義を理解さ

せ、生徒がチャレンジ精神をもって自分探しができるように指導を行った。また、より高い希望

進路を目指す指導内容を実践した。 

  

 【生活指導】 

① 生活指導統一基準に基づく指導の徹底を図るとともに、「規律正しい高校生活｣の定着を行った。 

② 「時を守る」「場を清める」「礼を正す」を生活指導の基本とし、全教員の共通理解の下で、遅刻

指導・身だしなみ指導、挨拶運動等を行い、自主自律の精神及び社会貢献の心を育んだ。基本的

な生活習慣の定着について徹底した指導を行った。 

③ 自主自律の中核としてノーチャイム制の一層の定着を図るとともに、学校全体で組織的に授業規
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律を確立した。 

④ 生徒支援連絡会（兼：学校いじめの対策委員会）を中心に、情報共有するとともに校内研修会を

充実させる等、学校全体として組織的に行い、いじめの未然防止及び早期発見・早期対応を徹底

した。また、子供家庭支援センター、特別教育心理士等の外部機関との連携も強化し、教育相談

体制の整備を行った。都立版エリアネットワークとの連携を行い、特別支援教育を推進し、個に

応じた支援体制を整えた。 

⑤ 生徒主体の学校行事、生徒会、部活動等の実現のため支援体制を強化するとともに学校運営への

参画意識の醸成を行った。 

 

【特別活動・部活動】 

① 生徒が活躍する場面をさらに拡大し、生徒会や部活動、学校行事等の運営に関わる教育活動を通

して、生徒の自主性や社会性を育成するとともに、愛校心やコミュニケーション能力、協調性な

どを育んだ。 

② 部活動の一層の活性化に向けて、その成果を積極的に HP や学年だより、校長通信等において紹

介した。HP の部活動紹介についてリニューアルを行った。 

 

【募集･広報活動】 

① 学校見学会や学校説明会、中学校訪問等の実施方法の工夫、学校だよりやＨＰの更新スピード向

上等を通したタイムリーな twitter 情報発信等により、本校の特色を広く中学生・保護者に周知

して志願者数増加に結びつけた。 

② 本校設立の理念を実現する視点をもとに、総合学科の魅力を発信し、本校で学びたい中学生を獲

得することができた。 

 

【健康づくり】 

① スクールカウンセラーを活用した教育相談体制の整備や生徒支援連絡会等の充実を図るととも

に、個人情報管理の徹底を図りつつ、生徒指導に関わる必要情報の共有化を推進し、よりきめ細

やかな生徒指導体制を実現した。また、今年度は外部との連携をさらに強化し、生徒一人一人に

応じた支援を行うことができた。 

② 保健委員会活動の充実を図るとともに、スクールカウンセラー等の専門家による全員面談の実施

等、学校保健活動の充実を図り、心身の健康教育を推進した。 

③ 日々の清掃活動の状況を把握・提示する等校内美化を一層徹底するとともに、美化だより等の継

続的発行や生徒委員会活動の充実により、組織的な校内美化活動を推進した。また。経営企画室

と連携し、校庭の整備等、潤いある校内環境づくりに積極的に取組んだ。 

④ 体育理論の指導を更に充実させ、体育の授業における自己やチームの体力向上 PDCA サイクル

を確立した。東京都統一体力テストを円滑に実施し、テスト結果を活用して体力の向上を図った。 

 

【学校経営】 

① 生徒、教職員の笑顔があふれる学校を目指して、主体的・対話的で深い仕事の推進を行った。ま

た、一人一連携の取組で、前例にとらわれない挑戦的・革新的な仕事への取組を推進した。 

② 教職員が一体となった円滑な教育活動の実現と課題解決に向けて、個人情報徹底管理等による事

故の未然防止に努め、情報の共有化を一層推進し、企画調整会議を中核にした組織的で PDCA に

基づいた学校運営を図った。 

③ 職層に応じた職務遂行やＯＪＴ推進のため、分掌等内ＯＪＴや授業相互参観、ＯＪＴのための校 

内研修会の充実を図り人材育成を推進した。 
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④ 道徳心や社会性を育成する視点も踏まえて地域連携や地域貢献を重視した活動を継続して実施 

し、葛飾区との「相互連携協定」に基づく中高生交流事業を推進した。 

⑤ 地域と連携した防災訓練を実施し、震災等にかかわる校内防災体制の整備や防災マニュアル等 

の周知徹底を図るとともに、生徒に対して訓練の意義を周知し、生徒が安全で安心できる学校づ 

くり行った。 

⑥ 四半期毎の予算の執行・管理や予算編成指針に応じた予算編成等を通した学校経営計画の推進、 

窓口対応や校内美化の充実等を通して開かれた学校づくりやＰＲの充実等、行政感覚を一層 

学校経営に生かした取組を推進した。 

 

（２）重点目標と方策、数値目標 

  ① 興味関心をさらに深める学習を通して、希望進路実現に必要な学力の向上を目指す。 

◇数値目標 

 すべての科目の授業評価アンケートにおいて「もっと学習したくなる授業」：８０％ 

 すべての科目の授業評価アンケートにおいて「しっかり準備をして授業に臨んでいる」：８０％ 

【今年度の結果】 

  「もっと学習したくなる授業」：９３％ 

  「しっかり準備をして授業に臨んでいる」：９８％ 

 

② 生徒一人一人の可能性を最大限に引き出し、希望進路の実現を支援する。 

◇数値目標 

 3年次生の進路活動に対する充実感：８０％ 

 ＣＣ１・２・３の授業に対する充実感：８０％ 

【今年度の結果】 

 3年次生の進路活動に対する充実感：８２％ 

 ＣＣ１・２・３の授業に対する充実感：８８％ 

 

 ③ 「時を守る」「場を清める」「礼を正す」を基本とし、豊かな人間性を育成する。 

  ◇数値目標  

   学校行事満足度：８０％ 

   部活動充実度：９０％ 

   校内美化活動への貢献度：８０％ 

【今年度の結果】 

   学校行事満足度：７０％ 

   部活動充実度：８６％ 

   校内美化活動への貢献度：６５％ 

 

 ④ 生徒、教職員の笑顔があふれる学校を目指して。 

    ◇数値目標  

    生徒、保護者 葛総に入学して良かった：８０％ 

    地域     葛総の生徒は楽しそうに学校に通っている：８０％ 

    教職員    専門分野を活かした地域連携、一人一連携、充実した一年を過ごした：８０％ 

【今年度の結果】 

    生徒、保護者 葛総に入学して良かった：８２％ 

    地域     葛総の生徒は楽しそうに学校に通っている：８３％ 
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    教職員    専門分野を活かした地域連携、一人一連携、充実した一年を過ごした：８４％ 

 

２ 次年度以降の課題と対応策 

（１）組織的な学校運営 

   総合学科高校として特色ある学校づくりを推進している本校では、全教職員が総合学科高校の意

義と本校設立の理念を理解しつつ教育活動を推進していくことが必要である。企画調整会議を中核

とした組織的な学校運営は、効率的な業務につながり、職員会議のオンライン導入を行ったことによ

る会議時間短縮、ペーパーレス化も含め、ライフ・ワーク・バランスの向上にもつながった。今後は、

次期学習指導要領、観点別評価の検証及び高大接続改革に向けた対応における組織的な取組のため

に、教科会及び研修会を通した情報提供・情報共有を図り、本校の特色である科目登録や探究活動充

実に向けた指導を踏まえ、学校全体で総合学科の特徴を十分に生かした改革と魅力発信を推進する

必要がある。 

（２）特色ある教育課程の編成 

   課題研究（探究活動）の在り方を再度検証し、生徒個々人に応じた内容の検討が必要である。生徒

個々の可能性を伸長するキャリア教育の更なる発展や外部と連携した様々な学習活動を通して、生

徒の学習意欲を喚起するとともに地域に愛され地域に貢献できる生徒の育成に向けて教育課程の充

実と精選を図る必要がある。 

（３）基礎学力の向上と可能性を広げる進路実現 

   本校は、基礎的・発展的な学力を高めつつ、探究の成果をもとに推薦入試や総合型選抜入試に臨ま

せる指導を実施してきた。今後、高大接続改革がさらに進む中、これまでよりもさらに幅広い分野と、

高い難易度の進路先も大幅に増加させる必要がある。今後は卒業生のデータを詳細に分析・検討し、

各種進路研修会の開催や、個々の生徒データ分析に基づいた指導を充実させ、難易度の高い推薦入試

へチャレンジするための基礎的・発展的学力の向上を目指していく。 

（４）広報活動のさらなる強化 

   今年度、広報活動を強化し、中学校説明会において管理職と教職員とで総合学科の魅力発信を行っ

た。また、本校での学校説明会では広報委員を中心とし、生徒主体の学校説明会を行った。その結果、

本校を第一希望とする生徒が増加し、入学選抜でも近年低倍率だったものが 1 倍を超える応募倍率

となった。今後は近隣の塾訪問や塾対象の説明会、総合学科の特色ある授業の発信等を行い、更なる

広報活動の強化が必要となる。また、総合学科１０校が連携することにより総合学科の魅力発信が急

務となる。 

（５）転学・退学者への対応 

   近年の低倍率の影響か、今年度は転学者２２名、退学者９名と例年になく増加傾向であった。入学

してきた生徒のミスマッチを防ぎ、転学・退学者の減少が急務である。 

 


